
牧 芝原クリーンポーク 

一 ン ポ ー ク 

静岡県中小家畜試験場 坂 野 文 俊 

曽 根 勝 

静岡県中部家畜保健衛生所 川 嶋 和 晴 

望 月 啓 司 

1. 農場の概要 ( 表 1) 

表 @  3 農家の概要 

牧 @  原ク リ 

静岡県は昭和 62 年度ょり SPF 豚の普及事業を 

推進しており ，現在 5 戸の農家で実施されている。 

そのうち，今回，紹介させていただく『枚文 原 

クリーンポーク コ は，大茶園が 広がる 牧芝 原台地 

に位置し ( 写真 1, 2), 現在 A, B, C の 3 農 

家が， 牧芝 原清浄 豚 振興協議会を 組織し出荷 豚 

を 『 牧 芝原クリーンポーク』として 銘柄化するこ 

農家名所在地変換方式 ( 霞訪顛覇 ) 経営形態飼養形態   讃業 と % 一貫     
とに取り組んでいる " 

A, B, C の 3 農場とも茶業との 複合経営で， 

一般 種豚 生産農場から 農場集団方式により ， SPF 

一貫生産農場へと 変換した。 

A 農場は昭和 63 年， B, C 農場は平成 2 年よ 

り，中小家畜試験場 ( 以下中小書記 ) より， SPF 

種 豚の供給を受け 飼育を開始した。 現在 3 農家と 

もに 大 ヨークシャ一種の 種 雌豚を 20 頭金， デュ 

ロック種の種 雄豚を 2 頭飼養し肉 豚 として WD 

写真 1  気象衛星ランドサットから 見た，静岡県中部地域 写真 2  周囲を茶園に 囲まれた SPF 豚舎 
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を出荷している。 

なお，糞尿処理は 浄化槽処理後，固形物は 茶畑 

へ堆肥還元し 尿 氷ら茶 *m への土壌還元を 行って 

いる。 このように糞尿の 有効利用が可能であ る面 

は 茶業との複合のメリットともいえると 思われる。 

2. 農場集団変換方式 

SPF 豚への変換時は ， A 農場だけが豚舎を 新 

築した。 また， B, C 農場は，改築のため ， 在場 

豚の出荷した 後，念入りな 消毒を実施した。 

消毒作業は舎内掃除から 始まり，水洗消毒，消 

毒液散布，乾燥を 繰り返しまた ， 末壁 ，飼槽， 

通路について 細菌検査を実施し 消毒効果を検査 

した。 

さらに，消毒の 徹底を図るため ，豚舎内及び 豚 

舎周辺に石灰を 塗布し仕上げには 豚舎の目張り 

を施しホルマリンガス 煉 蒸を実施した。 まさに， 

法定伝染病防疫時の 消毒作業であ った ( 写真 3) 。 

一般農場から SPF 豚 農場への変換までには ， 

在場 豚の最終出荷から SPF 豚の導入するまで 約 

7 カ月かかり，このうち 消毒作業には 約 2 カ月を 

要した。 その間，農家は 茶業または，土木葉に 従 

事していた。 

3. 牧 芝原清浄 豚 振興協議会の 活動 

協議会は，生産農家，生産者団体であ る静岡県 

経済連， JA から構成され ，中小 畜試 ， 中部家畜 

保健衛生所 ( 以下家 保 ), 市町村が指導機関とし 

て参画している ( 図 l)n 

中小書試は飼育管理技術指導と SPF 種 豚の安 

定的供給を行い ， 家 保は衛生対策を 担い，農場の 

環境調査，清浄 度 調査を実施している。 

また，協議会は 出荷豚の斉一化を 図るため， 出 

荷 成績の検討会や 銘柄化の推進のため ，産業祭へ 

の参加など各種宣伝活動を 実施している ( 表 2, 

写真 4)0 

4. 農場の成績 

1) 繁殖成績 ( 表 3) 

平成 3 年次の分娩回転率は ， A 農場が 2.3 と生 

産目標を達成しているものの ，他の 2 農家では， 

2.0 と目標を下回った。 これについては 2 農家は 

SPF 豚 農場へ変換した 年月が浅いため ，供給さ 

図 ] 枚文 原 清浄 豚 振興協議会組織 図 

中部家畜保健衛生所 中小家畜試験場 島 田 市 
榛 原 町 

( 指導機関 ) 

敏之 原 清浄 豚 
振興協議会 

( 構成員 ) 

SPF 豚 生産農家 静岡県経済連 JA 島田市 
JM 榛原 

表 2  指導内容及 び 役割分担 

⑥中部家畜保健衛生所 ( 衛生対策 ) 
1  指定獣医師への 衛生技術指導 

2  SPF 豚 農場の環境調査 

3  出荷豚の清浄 度 検査 

⑥中小家畜試験場 ( 飼養管理技術 ) 
4  パソコン利用による 飼育管理技術指導 

5  SPP 種 豚の安定供給 

⑥ 牧 立原清浄 豚 振興協議会 ( 飼養生産体制の 確立 ) 

6  出荷豚の斉一化 
格付 調査成績をリアルタイムで 生産者への連絡 

7  飼養技術の平準化 

技術検討会，事例研究会の 定期的な開催 
8  銘柄化の推進 

牧 芝原クリーンポークの 産業 祭 等への出品 
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写真 3  豚舎の石灰消毒 写真 4  銘柄推進活動 ( 産業祭への参加 ) 

表 3  繁殖成績 ( 平成 3 年次 ) 
( 単位 : 頭 ， 拷 ) 

農場名 母豚数 分娩 腹 数 分娩回数 
1 腹 平 均 

産子数 哺乳開始 数 離乳 数 育成率 
A 21 48 2.3 12 ユ 11.2 10.1 90 ・ 2 
B 22 45 2.0 10 ・ 9 10 ・ 0 9.1 91.0 

C 21 42 2.0 12.2 11.2 10.7 95.5 

総 平 均 64 135 2.1 11.7 10 ・ 8 10 ・ 0 92.6 

( 生産目標 ) (2.3) (12.0) (11.0) (10.5) (95.5) 

表 4  肥育成績 ( 平成 3 年次 ) 

農 場 名 出荷頭数 出荷日輪 
く輌聾経 Ⅰ 

枝肉重量 増体重 /1 日 歩 留 率 
て日 ) (kg) (g) く拷 ) 

A 391 181.8 70.7 584 G6.5 
B 504 Ⅰ 71.7 70.8 626 65.9 

C 459 181.4 71.0 594 G5.9 

総 平 均 1J354 178.3 70 ・ 8 601 66.1 

く 生産目標 ) (180.0) (70.0) (600) 
増体重は，制限給餌下での 目標値 

表 5  肥育成績 ( 平成 4 年 l-5 月 ) 
ともに改善されて い くと思われる。 

農場名出荷頭数出荷日船出花器 重枝蒸 男童 育成率は，平均で 92.6% と目標値をやや 下回っ 

A 162 180  107.6 71.8 た。 この原因については ，特に茶業の 農繁期であ 
B 192 169  Ⅰ 08.8 72.1 

C 245 
る 春から夏における ，圧死事故が 要因として考え 

174 Ⅰ 07.5 71.1 

全 体 599 174 Ⅰ 07.9 71.6 られた。 

2)  肥育成績 ( 表 4, 5) 

れた 種豚 ( 性周期が同一化された 系統造成途中世 3 年次は 1,354 頭が出荷され ，総平均で出荷日 

代豚 ) の 月 当たりの分娩数の 平準化を図るため ， 齢は 178.3 日，枝肉重量は 70 ． 8 ㎏，一日増体重 

種豚 導入後， 1 ～ 2 周期交配を遅らせたための 影 は 6019 であ り，制限給餌下での 目標値を達成で 

響と 思われた。 よって，この 問題は今後の 経過と き， 歩留 率も良好であ った。 さらに 4 年の 1 ～ 5 
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肩 までの成績においても ，平均出荷日 齢は 169 ～ 

180 日 齢 であ り，出荷体重および 枝肉重量は 107.9 

㎏， 71.6k9 であ り良好であ った。 

3) 枝肉の格付け 割合 ( 図 2, 3, 4) 

3 年次の成績は ，上物以上の 割合が 72 ～ 82%, 

総平均で 77% を占めた。 さらに， 4 年 1 ～ 5 月 

の成績においても ，上物以上の 割合が総平均で 72 

% であ り良好であ った。 しかし出荷日齢の 早い 

  
    100 

A 農場 

B 農劫 

C 農場 

農場において ，・ 厚 脂肪による値引き 割合が高い傾 

向にあ った。 

また， 4 年 1 ～ 5 月の上物差額の 概算 値は ，そ 

れぞれ 一 1, 一 17, 一 11 円と優れ，枝肉の 斉一 

性がうかがわれた。 

4) 飼料給与法 

A 農場の飼料給与体系および 推定飼料消費量を 

図 5 に示した。 

一般 ( コンベンショナル ) 農場では B 段階の飼 

料を多給する 傾向があ る。 しかし A 農場では B 

段階飼料給与量が 35 ㎏と極めて少ないのが 特徴 

であ った。 また，肥育 豚に 対する全給与量 る 280 

㎏以内であ った。 

合計 よって，発育阻害の 要因であ る 豚 慢性疾病の影 
    

図 2 枝肉の格付け 割合 ( 平成 3 年次 ) 
響がない SPF 環境による飼料給与水準は ，一般 

農場の 80% で良いと思われた。 

5) 飼料要求率 ( 図 6) 

      
100 A 農場における 1.3k9 ( 生時 ) から出荷までの 

A 農場 k ぬ 飼料要求率は 2.6, 23kg (B 段階 給飼 開始時 ) か 

B 農場 
㏍ "40n  ら 2.9 を示し飼料効率が 良好であ ることが ぅか 

出荷 頭め がわれ，また 農場飼料要求率も 3.1% を示し ，一 
C 農場 

㎝ぬ率 @  般 農場とと ヒ校 し優れていた。 
合計 

このように飼料効率が 良く，枝肉も 上物建値と 

図 3  枝肉の格付け 割合 ( 平成 4 年Ⅰ 一 5 月 ) ほぼ同一価格で 販売されているため ， A 農場の母 

  
  豚 1 頭当たりの所得は 23 万円と推定された。 

一 90 

鰯 "" 

5. 衛生対策 

新築及び登底消毒による 改築により SPF 環境 

が作られた。 そして，その 清浄度の維持のために ， 

表 6 に示す『 SPF 豚 飼養管理マニュアル』が 実 

施されている。 衛生対策は，表 7 に示す『 SPF 

 
 

A 農場 B 農場 C 農場 

図 4  枝肉の上物差額 ( 平成 4 年 l 一 5 月 ) 
豚 総合防疫プロバラム 口 を基本としたワクチ ネ一 
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枚文 原 クリーンポーク 

勿 "" 。 

ロ "" 。 表 6  SPF 豚 飼養管理マニュアル 

1  飼養環境規制 

Ⅲ 人の農場内への 立入り 
ア 原則として管理者のみとする。 

ィ 外来者が立入る 場合 
入場当日，一般 豚 との接触がなくシャワ 一 

洗浄後，専用の 作業太，長靴を 着用する。 
(2) 車輌の農場内への 立入り 

SPF エリア 内 へは，原則として 禁止する。 
図 5  飼料消費量の 比較 (3) 飼料及び資材等の 搬入 

ア バラ飼料は，当日一番で 工場から直接搬入 
                              勿 " 棚 

  
口 """"   する。 

イ 袋 入 飼料，資材等は ，ホルマサン 煉蒸後搬 
入する。 

(4@  豚の移動 
ァ 搬入時は，車輌荷台上で 豚 抹消毒する。   
ィ 出荷 時 ，出荷台までの 移動は管理者が 行 う 

が 運搬車への積込みは 行わない。 

ゥ 豚舎間の移動は 通路を必ず消毒した 後行 う 。 

0     
飼料要求率 良劫 飼料要求 率 

2  作業手順 

更衣室 : シャ ヮ 一で体を洗浄後， SPP 豚 専用 
図 6  農場飼料要求率の 比較 の 作業 衣 ，作業 帽 ，手袋等を着用する。 

  

分娩 舎 : 入口に常備した 専用長靴に履き 替え． 
ションの実施が 家保を中心に 指導されている。 

育成合 踏み込み槽で 消毒後作業にほいろ。 
また，衛生状態の 確認のため，表 8 に示す 匠 S   

PF 環境検定プロバラム』により ， 家 保を中心に 
肉豚舎     分娩 舎 ，育成合と同じ 手順 

  
検査が実施されている。 堆肥 舎 : 堆肥の搬出は 出口からする。 SPF ェ 

衛生検査成績を 表 9, 10, 11 に示す。 このよ @ ア から出た場合，直接出口から ェリ 

ア内 へ戻らない 0 

うに，農場およびと 畜場において 臨床観察，鼻腔 

内園検索，抗体検査，肉眼病変検査を 実施した結 成績が期待された。 

果 ，異常は認められず ， SPF 環境の維持が 確認 なお，衛生費は 総平均で 1,199 円と低く， しか 

されている。 もほとんどがワクチン 接種関係であ った。 

農家所得は総平均で 7,582 円であ り，同規模の 

6. 農家所得 一般 豚 農家の平均事例より 2,000 円以上高い成績 

出荷 豚 1 頭当りの販売価格は 平成 3 年次総平均 と思われた。 

で 36,070 円であ った。 

また，飼料要求率が 良い A 農家の飼料費は ，約   7. 今後の課題 

13.000 円であ った。 よって，今後分娩回転率の 以上紹介させていただいたとおり ， SPF 銘柄 

改善が予想される B, C 農家においても ，同等の 豚『枚文京クリーンポーク』は ，生産性，経済性 
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表 7  SPF 豚 総合防疫プロバラム 

0  1    3  4  5  6  7  8            12  13 

出離 種 
生乳 付 離乳 分娩 

S  萎縮性鼻炎 ⑥ K ⑥ K ⑥ K 

⑥ K ⑨ K ⑥ K   
豚コレラ ⑥ L OL 

同封豚丹毒 ⑨ L OL 
候象 T G E OLOL 
構外日本脳炎 ⑥ L ⑥ K 

豚疾 パル ボ ⑥ L 

病 豚 インフル OKOK OKOK 
グレーサー 米 

S  萎縮性鼻炎 ⑥ K ⑨ K 
P 

F 肥 疾病 アクチ シラス / 症 バ ⑥ K ⑥ K 育 
豚希 豚丹毒 ⑥ L 

鴬豚 インフル OKOK 

⑥ : 必ず実施 0: 必要に応じて 実施 K : 本清 化 ワクチン L : 生ワクチン 米     50 合剤 0 ． 4% 飼料添加 3 

週間投与を実施 

表 8  SPF 環境検定プロバラム 

S P F 疾 病 対象外疾病 

ンザ @  l 
摘 要     

              金頭 

農 場 臨 末⑨ ; ⑥ ; ⑥ ; ⑨ ; ⑥ ; ⑥ ; ⑥ ⑨ @ ⑥毎月実施               
  ⑥   @ ⑥   ⑥ ⑨ 経理 豚 ，育成麻寺 

              
抗 体 ⑥ : : ⑥ : ⑨ : ⑥ @ ⑥ : ⑥           ⑥     毎月実施 

        ⑥     ⑥   ⑥ ⑥ 出荷 豚 

暑ヒ   、 剖検㌍⑥     @             ⑥     ;           ⑥     ;                @   ⑥       ;     ⑥       i     ⑥                     i     ⑥出荷 豚     
豚コレラ，豚丹毒， TGE, 日脳 ，パル ポ ，アクチノマイセス 検査は随時実施 
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枚文庫クリーンポーク 

表 9  鼻腔内 菌 分離検査成績 ( 平成 3 年次 ) 

細 菌 名 陽性 / 検査頭数 
アクチ / バシラス 

ヘ モ フ ィ ル ス 

ボ ル デ テ ラ 0/133 
バ ス ツ レ ラ 

が 優れており， したがって高い 所得率の経営がで 

きることが確信された。 また，消費者にも 安全で 

良質な豚肉として 定着してきた ( 写真 5) 。 よっ 

て ， 我々は今後とも ， この事実を踏まえ ， SPF 

豚 農場の増設を 推進していくつもりであ る。 

表 l0  肉眼病変検査成績 ( 平成 3 年次 ) 

疾 病 名 陽性 / 検査頭数 
アクチ / バシラス 症 

グ レ ー サ ー 病 

パス ツ レ ラ 症 

M P S 

トキソプラズマ 病 
0/160 

A R 

豚 赤 痢 

表 Ⅱ 抗体検査成績 ( 平成 3 年次 ) 日 頃 陽性 / 検査頭数 
オ ー エ ス キ ー 

アクチ / バシラスⅡ 

アクチ / バシラス V 
ヘ モ フ ィ ル ス 

パ ス ツ ノ ラ A 
パ ス ツ ノ ラ D 

0 Ⅰ 192 

アクチノマイ セス 

M P S 

ト キソプラズマ 
豚コレラ，豚丹毒，ボルデテラはワクチン 抗体を保有 

しかしながら ，協議会の活動や SPF 環境の維 

持のための業務は ， 家 保などの県の 行政機関がか 

なり実施している 面が多い。 そのため， SPF 豚 

農場を管轄している 豪傑ではその 業務内容の内， 

SPF 関連に占める 業務割合が非常に 多いのが現 

状と思われる。 よって， SPP 豚 農場の増設を 推 

進していくにあ たり，現状の 各所の業務内容のな 

かで， どれだけ， SPF 関連業務を実施できるか 

が懸念されると 思われる。 

実際に，衛生検査においても ，検査担当者は ， 

その 3 日前からは一般養豚場での 業務ができない 

事や，数ヵ月もかかる 農場変換時の 徹底消毒等の 

作業が今後 SPF 豚 農場が増設した 場合にどれ た 

け 対応できるかという 課題があ る。 

やはり，そのためには ，『民間活力の 導入口が 

必須であ ると思われる。 よって今後はこの 課題を 

クリアーしながら ，茶業との複合を 最大限に生か 

し合理的で特色あ る『枚文京クリーンボーク』 

を推進していく 次第であ る。 
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